
令和８年２月 27 日 

質 問 回 答 書 

 

下記の業務について質問がありましたので、以下のとおり回答いたします。 

業務名 令和８年度 安曇野市「起業×移住」支援事業業務委託 

 

質問

番号 
質問内容 回答 

1 

起業支援制度および優遇措置について 

安曇野市で起業する際に使える、市独自の補助金や、国・県などの

支援制度を具体的にご教示頂けますか。また、「安曇野市を起業する

土地として選ぶ決め手」を、職員様の目線で教えて頂けますと幸い

です。 

（例：家賃や空き店舗が安い、先輩移住者が温かく迎えてくれる、

特定の業種（カフェや IT等）が成功しやすい土壌がある、など） 

安曇野市における主な起業支援制度としては、ホームページよりご確認

ください。 

・https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/31/1181.html 

このほか、移住に伴う各種補助制度も整備しています。 

また、創業時には国の小規模事業者持続化補助金を活用する事例も見ら

れます。 

安曇野市総合計画及びホームページをご参照のうえ、提案者の視点によ

り把握した安曇野市の強みや起業適地としての魅力についてご提案くだ

さい。 

・https://www.city.azumino.nagano.jp/soshiki/6/136.html 

2 

行政によるリソース・伴走支援の範囲について 

本事業において、行政として具体的にどの程度のサポートが可能で

しょうか。 （例：移住・起業に関する個別相談への対応、商工会等

への紹介・現地の移住者の方のご紹介など） 些細なことでも構いま

せんので、ご教示頂けますと幸いです。事務局と行政の役割分担を

明確にし、スムーズな連携体制を構築したく存じます。 

本事業において市が実施可能な支援としては、主に次の内容を想定して

います。 

・移住に関する個別相談への対応 

・補助制度に関する個別相談への対応 

・市が保有する各種情報の提供 

・セミナー等の開催に係る会場手配 

また、必要に応じて関係部署との調整や情報共有を行います。 

なお、具体的な役割分担については、提案内容に応じて受託事業者と協

議の上決定します。 



3 

安曇野市の市民性および「起業文化」の受容性について 

プロモーションの方向性を決める上で、市民の皆様の気質や街の雰

囲気を伺いたく存じます。 （例：新しい取り組みに寛容なのか、起

業に対する文化の成熟度、コミュニティなど） 一市民としての視点

から見た安曇野市の特徴を伺えますと幸いです。 

質問番号１の回答をご参照ください。 

4 

前回の検討層における動向と、解決すべき課題感について 

今年度、移住・起業を検討されていた方々のその後の状況（成否等）

は把握されていますでしょうか。 また、最終的に移住へ至らなかっ

たのは、市として「どのような支援や環境があれば、乗り越えられ

たか」といった具体的な課題感があれば、ぜひお聞かせください。

「民間レベルの専門的な起業アドバイス」や「生活に踏み込んだ伴

走支援」など、現場の職員様が感じた「あと一歩これがあれば……」

という課題感があればぜひお聞かせください。 

令和 7年度事業実施中のためお答え出来かねます。 

 


